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取
材
・
文
：
塚
井
太
郎　
撮
影
：
白
井
晴
幸

―
―
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
、
ド
ト
ー
ル
、
コ
メ
ダ

珈
琲
店
。
競
合
ひ
し
め
く
レ
ッ
ド
オ
ー
シ
ャ
ン

に
、
後
発
組
と
し
て
い
か
な
る
戦
略
で
挑
む
の

で
し
ょ
う
か
？

萩
原
社
長　
私
は
自
分
の
こ
と
を
、〝
カ
フ
ェ

の
社
長
〞
だ
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

日
本
で
は
、「
ホ
ノ
ル
ル
コ
ー
ヒ
ー
＝
お

い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
が
飲
め
る
カ
フ
ェ
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、「
ハ
ワ
イ
の

体
験
を
提
供
す
る
会
社
」
と
定
義
付
け
す

る
こ
と
で
、
店
舗
ビ
ジ
ネ
ス
だ
け
に
依
存
し

な
い
多
角
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、
勝
負

し
て
い
る
の
で
す
。

　
ま
ず
大
き
な
柱
が
、
豆
の
卸
売
で
す
。
ホ

テ
ル
や
ハ
ワ
イ
系
の
飲
食
店
に
、
コ
ー
ヒ
ー

豆
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う

と
、
我
々
は
「
F
a
r
m
t
o
c
u
p
（
農

園
か
ら
一
杯
の
カ
ッ
プ
ま
で
）」
を
掲
げ
、

ハ
ワ
イ
島
に
東
京
ド
ー
ム
約
８・５
個
分
も

の
農
園
を
所
有
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
ホ
ノ
ル
ル
コ
ー
ヒ
ー
は
ハ
ワ
イ
で

一
番
の
老し

に
せ舗

で
あ
り
、
世
界
三
大
コ
ー
ヒ
ー

の
一
つ
で
あ
る
コ
ナ
・
コ
ー
ヒ
ー
の
な
か
で

も
、
最
高
品
質
を
取
り
扱
う
パ
イ
オ
ニ
ア
と

し
て
認
知
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
圧
倒
的
な
ブ
ラ
ン
ド
価
値
に
よ
っ

て
、
大
手
チ
ェ
ー
ン
で
も
な
か
な
か
真
似
で

き
な
い
「
高
級
ホ
テ
ル
へ
の
導
入
」
と
い
う

販
路
を
も
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
旅
先
の

ホ
テ
ル
で
飲
む
一
杯
が
、
実
は
弊
社
が
焙
煎

し
た
豆
で
あ
る
、
と
い
う
ケ
ー
ス
も
多
い
の

で
す
よ
。

―
―
カ
フ
ェ
と
い
う
「
点
」
で
は
な
く
、
体
験

と
い
う
「
面
」
で
攻
め
る
と
？

萩
原
社
長　
そ
の
と
お
り
。
も
う
一
つ
、
い

ま
非
常
に
伸
び
て
い
る
の
が
Ｏ
Ｅ
Ｍ
事
業
。

ア
ス
リ
ー
ト
や
タ
レ
ン
ト
と
の
コ
ラ
ボ
商
品

が
好
調
で
す
が
、
読
者
の
皆
さ
ん
に
お
す
す

め
し
た
い
の
は
、
ホ
ノ
ル
ル
コ
ー
ヒ
ー
の
品

質
を
活
用
し
た
「
自
社
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ー

萩
原
利
貴
氏

ホ
ノ
ル
ル
コ
ー
ヒ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

１
９
９
２
年
、
ハ
ワ
イ
の
小
さ
な
キ
オ
ス
ク
で
産
声
を
あ
げ
た
コ
ー
ヒ
ー
ブ
ラ
ン
ド
「
ホ
ノ
ル
ルコ
ー
ヒ
ー
」。

い
ま
や
ハ
ワ
イ
だ
け
に
限
ら
ず
グ
ア
ム
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
本
土
の
ア
ト
ラ
ン
タ
と
世
界
を
股
に
か
け
る
、
カ
フェ
界
の
雄
で
あ
る
。

大
手
チェー
ン
が
ひ
し
め
く
過
酷
な
市
場
で
、
２
０
２
４
年
１
月
か
ら
、
日
本
法
人
を
舵
取
り
す
る
の
が
萩
原
氏
だ
。

カ
フェ
と
い
う
枠
組
み
を
抜
け
出
し
、
ブ
ラ
ン
ド
の
「
定
義
」
で
勝
負
す
る
独
自
の
生
存
戦
略
に
迫
る
。

ハ
ワ
イ
の
体
験
を
も
っ
と
身
近
に
。

ア
ロ
ハ
ス
ピ
リ
ッ
ト
で
レ
ッ
ド
オ
ー
シ
ャ
ン
に
挑
む
。

コ
ー
ヒ
ー
で
な
く
、

ブ
ラ
ン
ド
と
体
験
を
売
る
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萩
原
利
貴
氏
ホ
ノ
ル
ル
コ
ー
ヒ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社  

代
表
取
締
役
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

ヒ
ー
製
作
」
で
す
。

　
一
例
を
あ
げ
る
と
、
あ
る
会
社
に
対
し
て

「
採
用
面
接
に
来
た
学
生
に
支
給
す
る
交
通

費
を
、
１
０
０
０
円
分
の
自
社
の
ロ
ゴ
入
り

コ
ー
ヒ
ー
に
変
え
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
提
案

を
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
採
用
さ
れ
、
大
き
な

反
響
を
呼
ん
だ
の
で
す
。

　

現
金
を
支
給
す
れ
ば
そ
こ
で
終
わ
り
の

関
係
が
、
後
日
「
あ
の
コ
ー
ヒ
ー
ど
う
だ
っ

た
？
」
と
連
絡
を
入
れ
る
口
実
に
な
る
。
た

だ
の
経
費
だ
っ
た
１
０
０
０
円
が
、
採
用
し

た
い
学
生
と
の
記
憶
に
残
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
に
化
け
た
の
で
す
。

　

ほ
か
に
も
、
社
内
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス

ペ
ー
ス
に
自
社
ロ
ゴ
入
り
の
コ
ー
ヒ
ー
を

置
き
、
飲
み
放
題
に
す
る
例
が
あ
り
ま
す
。

特
徴
の
な
い
福
利
厚
生
を
、
社
員
が
自
社
へ

の
誇
り
を
感
じ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
転
換

さ
せ
る
。
こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ー
ヒ
ー
製
作

が
、
い
ま
急
成
長
し
て
い
ま
す
ね
。

―
―
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
で
は
、
店
舗
以
外
に
ど
の
よ
う

な
手
を
打
っ
て
い
ま
す
か
？

萩
原
社
長
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
で
い
う
と
、
専
用
マ

シ
ン
に
カ
プ
セ
ル
を
セ
ッ
ト
す

る
だ
け
で
本
格
的
な
味
を
楽
し

め
る
「
Ｋキ

ュ

ー

リ

グ

Ｅ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
®
」
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
家
庭
用
ビ
ジ
ネ
ス

や
、
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
に
力
を
注
ぐ
こ

と
は
、
実
は
リ
ス
ク
分
散
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
ま

た
コ
ロ
ナ
禍か

の
よ
う
な
こ
と
が
起

こ
っ
て
、
カ
フ
ェ
に
満
席
だ
っ
た

お
客
さ
ま
が
一
夜
に
し
て
ゼ
ロ
に

な
る
こ
と
も
あ
り
え
ま
す
か
ら
、

常
に
対
策
を
立
て
る
こ
と
は
経
営

者
と
し
て
必ひ

っ

須す

の
責
務
で
す
。

―
―
店
舗
で
も
、
ハ
ワ
イ
の
体
験
を

追
求
し
て
い
る
？

萩
原
社
長　
も
ち
ろ
ん
で
す
。
単

に
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
場
で
は
な

く
、
ハ
ワ
イ
で
過
ご
す
か
け
が
え

の
な
い
「
ひ
と
と
き
」
そ
の
も
の

を
体
験
で
き
る
空
間
を
創
り
出
し

て
い
ま
す
。

　

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ウ
ッ
ド
調
の
家
具

や
、
現
地
で
い
ま
ま
さ
に
流
行
し

て
い
る
ハ
ワ
イ
ア
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
、さ
ら
に
は
香
り
ま
で
こ
だ
わ
っ
た
演
出
。

こ
れ
ら
五
感
に
触
れ
る
も
の
す
べ
て
で
、
ハ

ワ
イ
の
日
常
を
再
現
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
最
も
注
力
し
て
い
る
の
が
接

客
で
す
。
ハ
ワ
イ
で
は
店
員
が
「
今
日
は
い

い
天
気
だ
ね
」
と
、
気
さ
く

に
話
し
か
け
て
く
れ
る
。
こ

の
飾
ら
な
い
オ
ー
プ
ン
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
良
さ

が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
、

な
か
な
か
そ
う
い
っ
た
接
客

は
少
な
い
で
す
よ
ね
。

―
―
お
客
さ
ま
に
フ
レ
ン
ド

リ
ー
に
話
し
か
け
る
、
と
い
っ

た
ル
ー
ル
が
あ
る
？

萩
原
社
長　
接
客
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
、
一
切
つ
く
っ
て
い

ま
せ
ん
。
ハ
ワ
イ
に
は
、
常

に
良
い
感
情
を
抱
き
、
そ
れ

を
他
者
へ
表
す
「
ア
ロ
ハ
ス

ピ
リ
ッ
ト
」
が
息
づ
い
て
い

ま
す
。

　

相
手
を
思
い
や
り
、
ハ
ー

モ
ニ
ー
（
調
和
）
を
何
よ
り

大
切
に
す
る
。
そ
れ
は
ハ
ワ

イ
の
人
々
の
魅
力
や
温
か
さ
、
誠
実
さ
そ
の

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
な
ぞ
る
だ
け
の
接
客
で

は
、
こ
の
ア
ロ
ハ
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
表
現
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

　

ホ
ノ
ル
ル
コ
ー
ヒ
ー
と
い
う
箱
だ
け
持
っ

て
く
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
裏
側
に
あ
る
文

化
を
ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り
が
血
肉
に
し
、

自
分
の
言
葉
で
自
由
に
話
す
。
こ
の
温
度

感
こ
そ
が
、大
手
チ
ェ
ー
ン
と
は
違
う
、我
々

の
大
き
な
武
器
で
す
。

―
―
ア
ロ
ハ
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
実
現
に
は
、
人
材

の
採
用
と
教
育
が
肝
に
な
り
ま
す
ね
？

萩
原
社
長　
ア
ル
バ
イ
ト
採
用
に
関
し
て

い
え
ば
、
１
件
の
募
集
に
１
０
０
名
以
上
の

応
募
が
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
決
し
て

高
額
な
時
給
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

で
す
。

　
ス
タ
ッ
フ
に
は
東
大
や
早
慶
の
学
生
、
帰

国
子
女
が
非
常
に
多
い
。
な
ぜ
彼
ら
が
集

ま
る
か
と
い
う
と
、「
ホ
ノ
ル
ル
コ
ー
ヒ
ー

＝
日
本
で
英
語
が
話
せ
る
環
境
」
と
定
義
を

明
確
に
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

い
ま
の
若
者
は
英
語
が
堪
能
で
も
、
そ

れ
を
使
う
場
所
が
少
な
い
。
で
す
か
ら
求

人
の
写
真
も
、
あ
り
き
た
り
な
ラ
テ
ア
ー
ト

で
は
な
く「
外
国
人
と
触
れ
合
っ
て
い
る
姿
」

を
載
せ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

　

す
る
と
英
語
を
話
せ
る
人
材
、
も
っ
と
い

う
と
ア
ロ
ハ
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
実
践
で
き
る
人

2026 年 3月現在、国内で 3店舗（原宿、銀座、麻布十番）を展開。

世界最高峰のコーヒーとして名高いハワイ産のコナ・コーヒー。

ハワイ島コナ地区のマウナロア斜面
に自社農園を所有。

ハワイの風を感じる一杯のコーヒー
をKEURIGで味わうことができる。

材
が
自
ず
と
集
ま
っ
て
く
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
社
員
向
け
福
利
厚
生
と
し
て
「
語

学
ス
キ
ル
認
定
」
を
設
け
、
英
検
準
１
級

な
ら
1
万
円
、
英
検
１
級
な
ら
３
万
円
の

手
当
て
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
福
利
厚
生

と
い
う
と
、「
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
が
安
く
使

え
る
」
と
い
っ
た
も
の
が
多
い
で
す
が
、
弊

社
の
福
利
厚
生
は
、単
な
る
「
消
費
の
補
助
」

で
は
な
く
「
自
己
研
鑽
へ
の
投
資
」
で
あ
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

必
要
に
応
じ
て
一
人
50
万
円
以
上
か
け
て

ハ
ワ
イ
店
舗
研
修
、
農
園
体
験
研
修
に
送

り
出
し
て
い
ま
す
。
現
地
の
空
気
を
肌
で
知

る
経
験
を
し
た
人
材
は
、
コ
ス
ト
以
上
の
価

値
を
店
舗
に
還
元
し
て
く
れ
ま
す
。

　

農
園
か
ら
一
杯
の
カ
ッ
プ
ま
で
手
が
け
る

ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
に
、
英
語
が
通
じ
る
ア
ロ

ハ
ス
ピ
リ
ッ
ト
が
浸
透
し
た
カ
フ
ェ
と
い
う

付
加
価
値
が
加
わ
る
こ
と
で
、
激
戦
区
を

抜
け
出
し
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
の
ゾ
ー
ン
に

入
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
萩
原
社
長
が
い
か
に
し
て
日
本
法
人
の
舵

店
内
に
息
づ
く

ア
ロハス
ピ
リ
ッ
ト

入
札
額
は
最
下
位

そ
れ
で
も
再
上
陸
を
勝
ち
取
る

明確な定義が
多くの人材を
惹きつける
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現在の
景気動向

2月の都内の景気は、全体として緩やかに回復している。乗用車販売、住宅着工は前年を下回った
が、百貨店、スーパー、コンビニエンスストア、公共投資、輸出は前年を上回った。1～3月期の
設備投資は増加見込み、経常利益は増益見込みとなっている（法人企業）。有効求人倍率は前月か
ら横這い。企業倒産件数は2カ月ぶりに前年を上回った。

工業生産指数（季調値） 工業在庫指数（季調値） 消費者物価指数
（ ）は前年同月比 %　 （ ）は前年同月比 % （ ）は前年同月比 %
11月 104.7（-3.6） 11月  73.4（-25.8） 12月 112.0（ 2.0）
12月 101.7（-7.5） 12月  73.8（-29.1）   1 月 111.9（ 1.5）
  1 月 108.0（  0.8）   1 月  78.4（-25.4）   2 月 111.4（ 1.5）

＊工業生産指数・在庫指数・消費者物価指数は2020年平均＝100。 ＊工業生産指数・在庫指数の前年同月比は、原数値による。

一口メモ

東京労働局が公表した「外国人雇用状況」の届出状況（令和７年10月末現在）によると、
都内の外国人労働者数は約65万人（前年比11.3％増）となり、届出義務化以降で過去最
高を更新した。外国人労働者を雇用する事業所数も同6.3％増で過去最高となった。規模
別では「30人未満」の事業所が全体の65.7％を占め、伸び率が最も高かった（同7.3％増）。

外国人労働者数が過去最高を更新

都内の景気は、緩やかな回復が続くことが期待される。雇用・所得環境の改善や各種政策の効果
が望まれるものの、物価高の長期化や節約志向の継続に加え、海外の景気や地政学リスクの高ま
り等が懸念される。

今後の見通し
（３カ月）

同上調査によると、都内の法人企業（同上）の2025年度の経常利益は、全規模・全産業が前年比
3.5%増の増益見込み、業種別では製造業は同2.9%増、非製造業は同3.7%増といずれも増益
見込みとなっている。

企業収益
（法人企業）

2月の住宅着工戸数は、前年同月比▲15.7%と2カ月連続で前年を下回った。利用関係別では、給与住
宅（同309.1%増）は4カ月連続で増加したが、持家（同▲7.2%）は3カ月ぶり、分譲一戸建て（同▲5.1%）
は5カ月ぶり、分譲マンション（同▲43.0%）は4カ月連続、貸家（同▲8.4%）は2カ月連続で減少した。

住宅建設

企業倒産件数は、前年同月比28.0%増と2カ月ぶりに前年を上回った。負債総額は同41.8%増
と3カ月連続で前年を上回った。業種別では、医療福祉・教育学習支援業（同▲12.5%）、建設業（同
▲8.3%）が減少、製造業（同66.7%増）、サービス業（同65.4%増）などは増加した。

企業倒産

東京税関管内の輸出額は、前年同月比10.0%増と27カ月連続で前年を上回った。主要地域別では、ア
ジア向け（同12.6%増）は27カ月連続、EU向け（同12.9%増）は7カ月連続で前年を上回ったが、アメ
リカ合衆国向け（同▲13.3%）は3カ月連続、中国向け（同▲10.7%）は2カ月ぶりに前年を下回った。

貿易
（東京税関管内）

有効求人倍率（季調値）は、1.73倍と前月から横這い。先行指標とされる新規求人数は前年同月比
▲5.2%で7カ月連続で前年を下回った。南関東の完全失業率は2.6%と前月から横這い。労働需給

公共工事請負金額は、前年同月比93.7%増と3カ月連続で前年を上回った。発注者別では、都県
（同186.3%増）、市区町村（同99.2%増）は増加したが、国（同▲27.9%）、独立行政法人（同▲
44.8%）、地方公社（同▲38.5%）は減少した。

公共投資

日本銀行「都道府県別預金・現金・貸出金」によると、2月の都内店舗の銀行による貸出残高は、
前年同月比7.9%増と174カ月連続で前年を上回った。増加幅は前月から0.9ポイント増加、高
い伸び率を維持した。

資金需要
（銀行）

東京財務事務所「法人企業景気予測調査（1～3月調査）」によると、都内の法人企業（資本金1
千万円以上）の2025年度の設備投資計画額は、全規模・全産業が前年比8.5%増の増加見込み、
業種別では製造業は同15.2%増、非製造業は同5.6%増といずれも増加見込みとなっている。

設備投資
（法人企業）

個
人
消
費

百貨店売上高は、前年同月比2.8％増（既存店ベース）と2カ月連続で前年を上回った。外商催事により、
宝飾・時計などの高額品が伸長し、国内顧客売上は好調に推移した。インバウンド需要は中国の訪日
渡航自粛要請の影響が続くものの、台湾・韓国・タイなど他地域の需要が下支えし、減少幅は縮小した。

百貨店
売上高

関東地区のコンビニエンスストアの売上高は、前年同月比2.4%増（全店ベース）と51カ月連続、
東京都の売上高は前年同月比3.2%増（全店ベース）と54カ月連続で前年を上回った。

コンビニ
売上（関東）

スーパーの売上高は、前年同月比2.4％増（既存店ベース）と19カ月連続で前年を上回った。節約
志向の強まりや来客数の伸び悩みは続いているものの、食品の価格上昇や客単価の上昇が売上高
を下支えした。

スーパー
売上高

乗用車販売台数（軽を含む）は、前年同月比▲5.5%と4カ月連続で前年を下回った。車種別では、
普通車（同▲9.2%）は5カ月連続、軽乗用車（同▲0.7%）は5カ月ぶりで前年を下回ったが、小型
車（同2.0%増）は3カ月連続で前年を上回った。

乗用車
販売台数

きらぼし経済レポート
きらぼし銀行 連携推進部 表は、都内経済の最新のデータを集めた当行独自

のものです。なお、お天気マークは当部の判断です。

雨小雨薄曇り 曇り晴れ時々
曇り

晴れ2月の
都内経済状況 

経
営
を
物
語
る

K
I
R
A
B
O
S
H
I
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

萩
原
利
貴
氏
ホ
ノ
ル
ル
コ
ー
ヒ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社  

代
表
取
締
役
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

【本社】 東京都渋谷区円山町3-6　
 E・スペースタワー5F

【設立】 ２０２４年1月

【資本金】3,600万円

【事業内容】
コーヒーショップの経営、コーヒー豆等の販売ほか

ホノルルコーヒージャパン株式会社

きらぼし銀行　五反田支店会員

取
り
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
経

緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

萩
原
社
長　
ホ
ノ
ル
ル
コ
ー
ヒ
ー

は
、
２
０
１
２
年
か
ら
10
年
間
、

あ
る
上
場
企
業
が
日
本
で
運
営
し
て
い
ま

し
た
が
、
経
営
判
断
に
よ
っ
て
一
度
撤
退
し

て
い
ま
す
。

　

実
は
当
時
、
娘
の
習
い
事
を
待
つ
間
、
毎

週
２
時
間
ほ
ど
ホ
ノ
ル
ル

コ
ー
ヒ
ー
で
過
ご
し
て
い
た

の
で
す
。「
な
ん
だ
、
こ
の

コ
ー
ヒ
ー
は
！  

独
特
で
お

い
し
い
」
と
そ
の
味
は
脳
に

残
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
広
め

た
い
と
い
う
意
識
が
徐
々
に

芽
生
え
た
矢
先
、
撤
退
の

ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き

た
の
で
す
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
多
く
の
フ
ァ
ン

が
「
寂
し
い
」
と
嘆
い
て
い

る
の
を
見
て
、「
こ
れ
ほ
ど

愛
さ
れ
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド
な

ら
、
復
活
さ
せ
る
べ
き
だ
」

と
感
じ
ま
し
た
。

―
―
再
上
陸
を
か
け
た
入
札

に
は
、
名
だ
た
る
企
業
が
名

を
連
ね
た
と
聞
き
ま
し
た
。

萩
原
社
長　
総
合
商
社
や

大
手
コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
ー
ン

な
ど
、
約
50
社
が
名
乗
り
を
上
げ
ま
し
た
。

正
直
、
資
本
力
で
は
逆
立
ち
し
て
も
勝
て

な
い
相
手
ば
か
り
。

　

と
こ
ろ
が
、
入
札
額
は
一
番
低
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
勝
て
た
の
で
す
。
勝
因
は
熱
意
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
定

義
付
け
が
誰
よ
り
も
深
か
っ
た
か
ら
だ
と

自
負
し
て
い
ま
す
。

「
た
だ
コ
ー
ヒ
ー
を
売
る
の
で
は
な
い
。
ハ

ワ
イ
の
体
験
を
提
供
し
、
ア
ロ
ハ
ス
ピ
リ
ッ

ト
を
大
切
に
育
む
場
所
を
つ
く
る
」
と
説

き
ま
し
た
。

　

創
業
者
や
ブ
ラ
ン
ド
を
愛
す
る
人
々
に

と
っ
て
、
ホ
ノ
ル
ル
コ
ー
ヒ
ー
は
単
な
る

「
売
っ
た
買
っ
た
」
の
商
売
道
具
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
ど
う
愛
し
、

ど
う
育
て
た
い
か
」。
私
の
定
義
が
、
ハ
ワ

イ
側
の
心
に
深
く
響
き
、
再
上
陸
を
勝
ち

取
る
決
め
手
に
な
っ
た
の
で
す
。

―
―
今
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

萩
原
社
長　
大
手
の
よ
う
に
１
０
０
店
舗
、

１
０
０
０
店
舗
と
増
や
す
気
は
な
く
、
国

内
は
50
店
舗
ま
で
と
決
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
50
と
い
う
数
字
に
は
、
意
味
が
あ

り
ま
す
。
実
は
コ
ナ
・
コ
ー
ヒ
ー
の
歴
史
は
、

か
つ
て
日
本
か
ら
ハ
ワ
イ
へ
渡
っ
た
４
０
０

家
族
の
移
民
た
ち
が
築
き
上
げ
た
も
の
で

す
。
多
く
の
移
民
を
送
り
出
し
た
地
域
に

「
あ
な
た
た
ち
の
先
祖
が
、
ハ
ワ
イ
の
大
地

で
育
ん
だ
コ
ー
ヒ
ー
で
す
よ
」
と
里
帰
り
さ

せ
る
形
で
出
店
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
縁
あ
る
地
を
地
図
上
に
示
す
と
、
50

と
い
う
数
字
に
な
り
ま
し
た
。

　

農
園
の
責
任
者
も
、
祖
父
が
沖
縄
出
身

の
日
系
人
。
私
た
ち
は
た
だ
の
カ
フ
ェ

チ
ェ
ー
ン
で
は
な
く
、
歴
史
や
文
化
を
伝
え

る
語
り
部
で
あ
り
た
い
。
日
本
人
の
ル
ー
ツ

に
根
ざ
し
た
物
語
を
届
け
、
次
世
代
へ
つ
な

い
で
い
く
こ
と
。
そ
れ
こ
そ
が
、
私
、
そ
し

て
再
上
陸
を
果
た
し
た
ホ
ノ
ル
ル
コ
ー
ヒ
ー

の
使
命
で
す
。

歴史や文化を
伝える語り部で
ありたい
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